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熊本地震における全国セルプ災害対策本部の支援活動について
～地震の被害に遭われた皆様にお見舞い申しあげます。全国社会就労センター協議会と

日本セルプセンターは、「全国セルプ災害対策本部」を立上げ支援活動を進めます～

〔全国セルプ災害対策本部「平成28年熊本地震」の支援活動について（第１報）〕
４月14日（木）夜、16日（土）未明に熊本県で大規模な地震が発生、その後も余震が続き、熊本県・大分県を中心に大規模な被害が報道されています。
全国社会就労センター協議会と日本セルプセンターでは、４月15日（金）以降、九州各県の社会就労センター協議会事務局を通じて、加えて特に大きな震度が観測された市町村に所在する会員施設・事業所に対しては直接全国事務局より電話連絡し、被害情報の収集を進めています。４月18日（月）午前10時現在、幸いにも利用者や職員の人的被害に関する情報は入ってきておりませんが、建物や生産機器に関する被害、断水や食糧備蓄の不足等による施設・事業所運営の支障についての情報が寄せられています（次ページ以降に４月18日（月）午前10時現在で把握している情報を掲載しています）。
今後、全国社会就労センター協議会および日本セルプセンターでは、「全国セルプ災害対策本部」（※）を立ち上げ、被災地支援活動を進めて参ります。本日４月18日（月）午後に開催される拡大正副会長会議において、対策本部の支援方針について協議・決定し、その方針に基づき速やかに活動を進めて参ります。詳細については随時セルプ通信速報でご報告いたしますので、全国の社会就労センター関係者のご協力をお願いいたします。
「熊本県・大分県を中心とした地震の被害が発生している施設・事業所の皆様へ」
本通信速報をご覧になれる状況で、さらに全国セルプ協、県セルプ協の事務局にご連絡いただける状況であれば、是非全国セルプ協事務局へ施設。事業所の状況についてご一報いただきますようお願いいたします。全国セルプ協もしくは九州各県のセルプ協から被害情報の収集に係る連絡があった際には、地震後の対応で大変な中で恐縮ですが、出来る範囲で構いませんので情報収集にご協力いただきますようお願いいたします。
【（※）「全国セルプ災害対策本部」について】

本会は、東日本大震災の発生時に日本セルプセンターと合同で「全国セルプ災害対策本部」を設けて支援活動を進めました。そこで得た教訓を踏まえた支援体制の基本的な考え方として「全国セルプ災害時対応マニュアル」を平成26年５月の協議員総会でとりまとめ、秋には活動報告書を発刊し会員施設・事業所宛に送付いたしました。その後、平成27年２月の協議員総会において、災害時対応マニュアルに基づく体制整備の一環として、震災時のような多くの会員施設が被害に遭われた場合のみならず、局地的な被害の場合も迅速に資金に係る支援ができるようにすることを目的に、災害支援基金を平成27年度より設けております。
全国セルプ協Ｗｅｂサイト（情報コーナー）

http://www.selp.or.jp/info/index.html
※ その他の「全国セルプ災害対策本部」の箇所に、被害状況報告に係る様式類がございます。
	全国セルプ災害対策本部において把握している被災情報

（平成28年４月18日（月）午前10時現在）

【熊本県】
・済生会かがやき（熊本市南区）

排水管の亀裂、壁のひび割れ。断水により、ご飯も炊けず、トイレも流せない。備蓄していた
カップラーメンも作れない。

・障害者総合支援センター心陽（熊本市南区）

断水。停電。施設やグループホームの建物にひび。飲料水の使用制限をしている。

・第二城南学園（熊本市南区）

壁、天井、玄関アスファルトに亀裂。一部天井が落ち、窓ガラスが割れた。施設内の備品は散乱。
停電。水道も使えず。

・熊本福祉工場（熊本市西区）

壁が剥がれ落ちた。水が出ず、トイレも使えない。水や食料がまったくない。

・トライハウス（熊本市東区）

15日からずっと電話が不通。

・ライン工房（熊本市東区）

屋根瓦が飛び、ブルーシート対応。

・めぐみ学園（熊本市中央区）

建物数か所に亀裂。

・熊本県くすのき園（熊本県宇城市）

水道設備破損および断水。空調ダクトおよび照明器具破損。施設周辺道路亀裂。建物入口の基礎
部とコンクリート製スロープ接合部が乖離・破損。製品展示ケースの破損。16日未明の地震により、
作業棟の天井がはがれ落ちつつある状況。

・ねんりん（熊本県宇城市）

グループホームの上り階段が崩れたりして建物に被害があり、利用者は避難所に移動した。断
水が定期的に起こっている。工場は稼働できず生産活動ができないため、今後が不安。

・熊本こすもす園（熊本県宇城市）

ボイラーが故障し使えない。建物にひび。井戸水に濁りがあり使用不可。（１週間分の備蓄はあ
る）

・くんわ技研（熊本県阿蘇市）

16日は電話が不通に。

・熊本菊陽学園（熊本県菊池郡菊陽町）
水は出るが濁っているため飲用できず（15日）。16日は電話が不通に。

・障害者支援施設 白鳩園（熊本県合志市）

避難してきた地域住民を受け入れており、今のところは心配ないが、この先は食糧備蓄量が不安
になってくる。

・サンシャインワークス（熊本県合志市）
グループホームの天井が抜けた。利用者は本体施設の多目的室に避難利用している。断水して
いるが、井戸水は使用可。

・障害者総合支援センターゆきぞの（熊本県下益城郡美里町）

建物の一部にひび割れや瓦の落下等あり。あまり眠れていない利用者の精神的ケアに努めて
いる。非常食に頼っている状況。周辺の道が陥没しており、施設への往来にも苦慮。

・サポートハウス 明星学園（熊本県上益城郡山都町）

グループホームでは壁が崩れ、本体施設に避難。食材の調達は18日までは大丈夫だが、以降の
目途が立っていない。水が濁っているため、給水所に行き、水をもらってきて対応している。

・ワークセンターあゆの里（熊本県上益城郡甲佐町）

停電、断水。スプリンクラー誤作動により水浸し。利用者の物が落ちたりして、作業棟に避難。食事が作れず非常食使用。16日は電話が不通に。

【大分県】

・アルバハウス（大分県別府市）

施設の建物が一部崩れた。トイレの柱にもひび割れあり。棚等は倒れていない。

・別府第２ワークショップ（大分県別府市）

生産活動を行う建物に亀裂。生産活動機械を含め、細かな被害状況確認はこれから行う。運営に
支障なく、物資も現在は大丈夫。

・みのり（大分県別府市）

作業所、食堂、事務所の配管が破裂して浸水。清掃して復旧し、18日午前は通常作業。

・障害者支援施設緑の家（大分県由布市）

建物にゆがみが出て、ひび割れもある。パン工場の床もひび割れ。体育館の天井板が一部落ちた。物資は問題なし。

・就労支援センター藍（大分県別府市）

本体施設のエアコンが壊れて使えない。グループホーム数か所にひび割れ。

・希望の家（大分県由布市）

作業所の照明が壊れた。乾燥機も使えない。駐車場の一部に亀裂。
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※これまでの速報はセルプ協ウェブサイト「会員専用ページ」からご覧ください。
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